






要約:大阪府において B型肝炎母子感染予防について第二次追跡調査を行い、第一次追跡調

査と比較し、1)HB ワクチンは血漿由来のものから酵母由来のものに置き変わりつつある、

2)血漿由来ワクチンに比べて酵母由来ワクチンではHBs 抗体産生不良者が減少していた、

3)生後 1歳までの HBs 抗原陽性化率は第一次 2,8%、第二次 9.1%とむしろ増加していた、な

どの結果を得た。HBs 抗原陽性化例をさらに減らすためには、より高力価の HBIG を新生児

期～乳児期早期に使うべきであろう。 


